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はじめに 
地震火山地域防災センター  

 センター長 地頭薗 隆  

 

毎年、大雨、台風、地震、火山噴火による災害のニュースが続いていますが、令和 3 年も各地

で記録的な大雨に見舞われ、特に鹿児島県北部は 2 年続けての大雨特別警報発表となり、洪水災

害や土砂災害が発生しました。本センターのメンバーも学会等の災害調査に参加し、被災地の復

旧・復興に貢献しました。 
新型コロナウイルス感染症の対応は 3 年目に入りましたが、まだ収束の見通しが立たない状況

です。一般社団法人国立大学協会と共催で毎年開催している防災・日本再生シンポジウムは、新

型コロナウイルスへの感染対策を取りながら鹿児島大学稲盛会館で実施するとともに、インター

ネットを利用してライブ配信しました。県内外から多数のオンライン参加もあり、参加者が 200
名を超えて盛況裏に終わりました。感染症収束後もこのスタイルを継続できればと思います。 
学内共同教育研究施設の改組に伴って、令和 4 年 4 月から南西島弧地震火山観測所は理工学研

究科附属となり、本センターの名称は「鹿児島大学地域防災教育研究センター」に変わります。

また、新しいプロジェクト「大規模複合災害に備えた学際的防災研究の推進と防災人材の育成」

を開始します。プロジェクトは、下図に示すように、南九州から南西諸島における火山噴火、豪

雨、台風、地震等に伴う大規模複合災害に備えた防災減災に関わる課題について、本学の文理横

断の知を総動員して災害・防災研究を推進し、その研究成果を基に学生、住民、自治体職員等の

防災人材の育成や地域防災力を向上するための提案を通して地域に貢献するものです。今後とも、

災害・防災研究、防災教育の中核的センターとして活動していきますので、よろしくお願い致し

ます。 
さて、本報告書は、平成 28 年度から令和 3 年度まで実施してきたプロジェクト「大規模火山噴

火にレジリエントな地域社会の実現に向けた防災減災の取り組み」を総括するとともに、センタ

ーの各部門および南西島弧地震火山観測所の活動、シンポジウム等の開催記録、公募プロジェク

ト研究成果を取りまとめたものです。ご覧いただければ幸いです。 
 

 

取取組組内内容容

地地域域防防災災へへのの貢貢献献

22002222～～22002277年年度度ププロロジジェェククトト（（予予定定））

大大規規模模複複合合災災害害にに備備ええたた学学際際的的防防災災研研究究のの推推進進とと防防災災人人材材のの育育成成
－－近近いい将将来来予予想想さされれるる桜桜島島大大噴噴火火にに伴伴うう複複合合災災害害をを中中心心にに－－

背背景景・・課課題題

①①大大規規模模火火山山噴噴火火にに伴伴うう複複合合災災害害にに関関わわるる地地域域のの諸諸課課題題ににつつ
いいてて文文理理横横断断的的なな学学際際的的防防災災研研究究をを推推進進すするる。。

②②防防災災人人材材育育成成やや防防災災減減災災対対策策提提案案をを通通ししてて研研究究成成果果をを地地域域
にに還還元元すするる。。

目目的的

鹿鹿児児島島大大学学

研研究究成成果果のの地地域域社社会会へへのの実実装装とと
地地域域防防災災力力のの向向上上

複合災害による被害予測
防災減災対策の提案
防災人材育成
防災シンポジウム・講演会

効効果果

連連
携携

自自治治体体・・企企業業

防防災災啓啓発発
防災講演会，防災訓練
防災マップ作成

防防災災体体制制のの強強化化
地域防災計画の進化
事業継続計画の策定
被災者支援

鹿児島大学
地震火山地域防災センター

大大規規模模火火山山噴噴火火にに伴伴うう複複合合災災害害のの発発生生メメカカニニズズムム解解明明とと影影響響評評価価 （文理横断型の研究，AI技術，生活環境，地域産業，インフラ）

総総合合防防災災デデーータタベベーーススのの構構築築ととそそのの利利活活用用 （災害歴史資料，災害・防災研究成果，防災情報発信）

南南九九州州～～南南西西諸諸島島
・1111活活火火山山が分布，火山と共存
・火山地域の多様な災害（豪雨，台風，火山，地震，津波）
・大大規規模模火火山山噴噴火火，災害の大大規規模模化化，複複合合化化
例：H27年口永良部島新岳噴火，H23年霧島新燃岳噴火，

T3年桜島大噴火

学際的防災研究

防災人材育成

・災害・防災に関係する研究論文
・防災人材を育成するための防災
シンポジウム・講演会等

評評価価

桜桜島島

学学際際的的防防災災研研究究成成果果をを活活かかししたた防防災災人人材材育育成成
地域一体型の防災教育プログラム開発，学生・地域住民・自治体職員・医療従事者等の防災知識・技術の向上，地域防災リーダーの育成
衛星通信，VR教材視聴システム，遠隔授業システム等の活用，総合防災データベースの利活用



組組  織織  
 
 
センター長             地頭薗 隆（農水産獣医学域農学系教授） 

 

調査研究推進部門長         寺本 行芳（農水産獣医学域農学系准教授） 

防災教育推進部門長         松成 裕子（医歯学域医学系教授） 

社会実装推進部門長         田松 裕一（医歯学域歯学系教授） 

              

附属南西島弧地震火山観測所長    中尾  茂（理工学域理学系教授） 

 

地震火山防災研究分野責任者     西  隆昭（農水産獣医学域水産学系准教授） 

気象水象地盤災害研究分野責任者   酒匂 一成（理工学域工学系教授） 

災害医療総合防災研究分野責任者   垣花 泰之（医歯学域医学系教授） 

 

センター教員            浅野 敏之（地震火山地域防災センター特任教授） 

センター教員            眞木 雅之（地震火山地域防災センター特任教授） 

センター教員            中谷  剛（地震火山地域防災センター特任研究員） 

センター教員            八木原 寛（附属南西島弧地震火山観測所准教授） 

センター教員            仲谷 幸浩（附属南西島弧地震火山観測所特任助教） 
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＜特任教員・兼務教職員＞

気象水象
地盤災害
研究分野

地震火山
防　　　災
研究分野

災害医療
総合防災
研究分野

1 浅野　敏之 地震火山地域防災センター 特任教授 ○ ○ ○ ○ ○ ○

2 眞木　雅之 地震火山地域防災センター 特任教授 ○ ○ ○ ○

3 中谷　剛 地震火山地域防災センター 特任研究員 ○ ○ ○ ○

1 八木原　寛 附属南西島弧地震火山観測所 准教授 ○ ○

2 仲谷　幸浩 附属南西島弧地震火山観測所 特任助教 ○ ○

1 松田　忠大 法文教育学域/法文学系 教授 ○

2 森尾　成之 法文教育学域/法文学系 教授 ○ ○ ○

3 小林　善仁 法文教育学域/法文学系 准教授 ○ ○

4 南　直子 法文教育学域/法文学系 助手 ○

5 松井　智彰 法文教育学域/教育学系 教授 ○

6  黒光　貴峰 法文教育学域/教育学系 准教授 ○ ○

7 佐藤　宏之 法文教育学域/教育学系 准教授 ○ ○

8 関山　徹 法文教育学域/教育学系 准教授 ○ ○

9 南西島弧地震火山観測所長 中尾　茂 理工学域/理学系 教授 ○ ○

10 小林　励司 理工学域/理学系 准教授 ○ ○ ○ ○ ○

11 安達　貴浩 理工学域/工学系 教授 ○ ○

12 山口　明伸 理工学域/工学系 教授 ○

13 川畑　秋馬 理工学域/工学系 教授 ○

14 佐藤　紘一 理工学域/工学系 教授 ○

15 気象水象地盤災害研究分野責任者 酒匂　一成 理工学域/工学系 教授 ○ ○ ○ ○

16 柿沼　太郎 理工学域/工学系 准教授 ○ ○ ○ ○ ○

17 齋田　倫範 理工学域/工学系 准教授 ○

18 木村　至伸 理工学域/工学系 准教授 ○

19 審良　善和 理工学域/工学系 准教授 ○ ○

20 上田　岳彦 理工学域/工学系 准教授 ○ ○ ○

21 加古　真一郎 理工学域/工学系 准教授 ○ ○

22 長山　昭夫 理工学域/工学系 助教 ○

23 小池　賢太郎 理工学域/工学系 助教 ○ ○

24 伊藤　真一 理工学域/工学系 助教 ○

25 センター長 地頭薗　隆 農水産獣医学域/農学系 教授 ○ ○ ○ ○ ○ ○

26 寺岡　行雄 農水産獣医学域/農学系 教授 ○ ○

27 岡　勝 農水産獣医学域/農学系 教授 ○ ○

28 肥山　浩樹 農水産獣医学域/農学系 准教授 ○

29 調査研究推進部門長 寺本　行芳 農水産獣医学域/農学系 准教授 ○ ○ ○ ○

30 加治佐　剛 農水産獣医学域/農学系 准教授 ○

31 平　瑞樹 農水産獣医学域/農学系 助教 ○ ○ ○ ○

32 西　隆一郎 農水産獣医学域/水産学系 教授 ○

33 山本　智子 農水産獣医学域/水産学系 教授 ○ ○

34 地震火山防災研究分野責任者 西　隆昭 農水産獣医学域/水産学系 准教授 ○ ○ ○

35 小澤　真 農水産獣医学域/獣医学系 准教授 ○

36 松鵜　彩 農水産獣医学域/獣医学系 准教授 ○

37 災害医療総合防災研究分野責任者 垣花　泰之 医歯学域/医学系 教授 ○ ○

38 防災教育推進部門長 松成　裕子 医歯学域/医学系 教授 ○ ○ ○

39 八代　利香 医歯学域/医学系 教授 ○

40 吉浦　敬 医歯学域/医学系 教授 ○

41 兒玉　慎平 医歯学域/医学系 准教授 ○

42 稻留　直子 医歯学域/医学系 講師 ○

43 日隈　利香 医歯学域/医学系 助教 ○

44 菊地　聖史 医歯学域/歯学系 教授 ○

45 社会実装推進部門長 田松　裕一 医歯学域/歯学系 教授 ○ ○

46 宇都　由美子 鹿児島大学病院 教授 ○

47 寺薗　英之 鹿児島大学病院 准教授 ○

48 新駿河　洋子 鹿児島大学病院 副看護部長 ○

49 西郷　康正（放） 鹿児島大学病院 診療放射線技師長 ○

50 土橋　仁美（看） 鹿児島大学病院 看護師 ○

51 升屋　正人 学術情報基盤センター 教授 ○ ○ ○

52 岩船　昌起 共通教育センター 教授 ○ ○ ○ ○ ○

53 井村　隆介 共通教育センター 准教授 ○ ○ ○ ○ ○

54 福満　博隆 共通教育センター 准教授 ○

55 尾上　昌平 研究支援センター 技術専門職員 ○

13 24 23 41 12 14

社会実装
推進部門

（分野・部門別小計）

（令和4年3月現在）

職名 氏名 部局等名1
職名

（部局等）
運営委員

調査研究推進部門

防災教育
推進部門
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